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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれる少
なくとも一種を含有することを特徴とする皮膚外用剤。
【化１】

（式中、Ｒ1およびＲ2は、いずれもリン酸基を表し、ｎは１～９の整数を表す。）
【請求項２】
　前記ユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれる少なくとも一種が、０．０
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００５～５０質量％の濃度で含有されていることを特徴とする請求項１に記載の皮膚外用
剤。
【請求項３】
　前記式（１）において、ｎが９である請求項１に記載の皮膚外用剤。
【請求項４】
　下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれる少
なくとも一種を含有することを特徴とする化粧料。
【化２】

（式中、Ｒ1およびＲ2は、いずれもリン酸基を表し、ｎは１～９の整数を表す。）
【請求項５】
　前記ユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれる少なくとも一種が、０．０
００５～５０質量％の濃度で含有されていることを特徴とする請求項４に記載の化粧料。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リン酸基修飾されたユビキノン誘導体またはその塩が配合された皮膚外用剤
および化粧料ならびにこれらのユビキノン誘導体またはその塩およびユビキノンあるいは
ユビキノールを皮膚細胞内に供与する方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ユビキノンは、コエンザイムＱとも通称される天然由来成分である。コエンザイムＱ１
０とは、２，３－ジメトキシ－５－メチル－６－ポリプレニル－１，４－ベンゾキノンの
うち、側鎖のイソプレン単位の数が１０のものをいい、ヒト特有のユビキノンである。こ
のコエンザイムＱ１０は、日本薬局方においては、「ユビデカレノン」として記載され、
また食品添加物としては、「コエンザイムＱ１０」、また、化粧品原料としては、「ユビ
キノン」と呼称される。
【０００３】
　ユビキノンはミトコンドリア内におけるエネルギー産生に不可欠な補酵素である。また
、ユビキノンは抗酸化物質として、生体内で重要な物質であり、細胞の代謝改善によると
みられる心臓病、高血圧およびリュウマチ性弁疾患への有効性が確認されている。また、
化粧料として肌荒れ改善効果の作用も有し、たとえば、特許文献１にはユビキノンを配合
した化粧料が記載されている。
【０００４】
　しかしながらユビキノンは、水難溶性で、かつ、結晶性が高く、一般に製剤化には困難
が伴う。たとえば、エーテルやヘキサンなどの非極性炭化水素類には良好に溶解するが、
その他の溶媒にはきわめて溶解しにくい。界面活性剤や包摂化剤など、種々の助剤を用い
て系内にユビキノンを分散させる方法も数多く提案されているが、このような方法は処方
上の制約が多いうえに、物理的安定性が低く、長期保存すると分離または析出を生じるな
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ど、製品として問題を生じやすい。ユビキノン製剤の効果を確保または向上するためには
、製剤中のユビキノン濃度を高くすることが有効と考えられるが、前述したような水難溶
性および結晶性のために、最も多用される水性剤系において十分な濃度を確保した製剤化
は困難であった。
【０００５】
　また、ユビキノンの２電子還元体であるユビキノールも知られており、ユビキノンに比
べて抗酸化成分としてより有効であるといわれている。ユビキノールに関しては、食品な
どへの応用が検討されており、たとえば、特許文献２にはユビキノールを富化した油脂含
有食品、特許文献３にはユビキノールを含む健康食品、さらに特許文献４にはユビキノー
ルを含む皮膚外用剤が記載されている。
【０００６】
　しかしながら、ユビキノールは、水に対する溶解性に関しては、ユビキノンより若干優
れるものの、抗酸化力が高いために酸化に対して不安定で、空気中で容易に酸化されてユ
ビキノンに変換される。つまり、ユビキノールは水に難溶で、かつ酸化され易いという性
質を有するため、ユビキノン以上に製剤化が困難である。
【０００７】
　このユビキノンの水難溶性を改善する目的で、ユビキノンに化学的な極性修飾を加えて
親水性を高める試みが検討されている。たとえば、特許文献５には親水基で置換した水溶
性ユビキノンプロドラッグが記載されている。しかし、これらの親水性ユビキノンの使用
形態はあくまで経口剤および注射剤としての使用であり、その知見も極めて限定的である
。したがって、皮膚を経由して投与する皮膚外用剤としての用途としての知見はなく、全
く予想されていなかった。
【０００８】
　さらに、前記親水性ユビキノンプロドラッグは、生体内の酵素活性により、抗酸化性の
有効態であるユビキノンおよびユビキノールに変換されることが期待されたものである。
　しかし、このような親水化修飾されたユビキノン誘導体自体が、ユビキノンよりも高い
ラジカル消去能を持ち、皮膚における抗酸化性、すなわち抗老化性に寄与しうることは全
く予想されていなかった。
【特許文献１】特開昭５８－１８０４１０号公報
【特許文献２】ＷＯ２００３／０６１３９５号パンフレット
【特許文献３】特開２００６－８９４２２号公報
【特許文献４】特開２００６－１６３０５号公報
【特許文献５】ＷＯ９６／１８０４１０号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、皮膚に塗布すると、ユビキノン誘導体またはその塩、ユビキノン、ユビキノ
ールから期待される作用および効能を効果的に発現させる、ユビキノン誘導体またはその
塩が配合された皮膚外用剤および化粧料を提供することを課題とする。また、本発明は皮
膚外用剤および化粧料として前記ユビキノン誘導体またはその塩およびユビキノンあるい
はユビキノールを皮膚細胞内に供与する方法を提供することも課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意研究した結果、リン酸基修飾されたユビキノン
誘導体またはその塩は、水溶性が高く、高濃度の水系皮膚外用剤および化粧料を調製する
のに好適であることを見出した。また、前記リン酸基修飾されたユビキノン誘導体または
その塩は、皮膚細胞に効率よく取り込まれ、その誘導体自体が高い抗酸化能をもたらすの
みならず、迅速にユビキノンおよびその抗酸化能における活性本体であるユビキノールに
変換されることを見出した。すなわち、本発明は、以下の事項からなる。
〔１〕下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれ
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る少なくとも一種を含有することを特徴とする皮膚外用剤。
【００１１】
【化１】

【００１２】
（式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して水素原子またはリン酸基を表し、Ｒ1および
Ｒ2の少なくとも一方はリン酸基であり、ｎは１～９の整数を表す。）
〔２〕前記ユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれる少なくとも一種が、０
．０００５～５０質量％の濃度で含有されていることを特徴とする〔１〕に記載の皮膚外
用剤。
〔３〕前記式（１）におけるＲ1およびＲ2の両方がリン酸基であり、かつｎが９である〔
１〕記載の皮膚外用剤。
〔４〕下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれ
る少なくとも一種を含有することを特徴とする化粧料。
【００１３】
【化２】

【００１４】
（式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して水素原子またはリン酸基を表し、Ｒ1および
Ｒ2の少なくとも一方はリン酸基であり、ｎは１～９の整数を表す。）
〔５〕前記ユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれる少なくとも一種が、０
．０００５～５０質量％の濃度で含有されていることを特徴とする〔４〕に記載の化粧料
。
〔６〕抗酸化化粧料である〔４〕に記載の化粧料。
〔７〕抗老化化粧料である〔４〕に記載の化粧料。
〔８〕抗肌荒れ化粧料である〔４〕に記載の化粧料。
〔９〕下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれ
る少なくとも一種を皮膚に塗布することを特徴とする該ユビキノン誘導体、該ユビキノン
誘導体の塩、ユビキノンおよびユビキノールの中から選ばれる少なくとも一種の皮膚細胞
内供与方法。
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【化３】

【００１６】
（式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して水素原子またはリン酸基を表し、Ｒ1および
Ｒ2の少なくとも一方はリン酸基であり、ｎは１～９の整数を表す。）
〔１０〕ユビキノンおよびユビキノールのうち少なくとも一方が、皮膚に塗布された前記
ユビキノン誘導体またはその塩の脱リン酸により生成されたものである〔９〕に記載の皮
膚細胞内供与方法。
〔１１〕ユビキノンが、ユビキノールの酸化により生成されたものである〔９〕に記載の
皮膚細胞内供与方法。
〔１２〕前記ユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれる少なくとも一種の皮
膚への塗布が、請求項１に記載の皮膚外用剤を用いて行われる〔９〕に記載の皮膚細胞内
供与方法。
〔１３〕前記ユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ばれる少なくとも一種の皮
膚への塗布が、請求項４に記載の化粧料を用いて行われる〔９〕に記載の皮膚細胞内供与
方法。
〔１４〕下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ば
れる少なくとも一種を用いることを特徴とする角質層のターンオーバー速度改善方法。
【００１７】

【化４】

【００１８】
（式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して水素原子またはリン酸基を表し、Ｒ1および
Ｒ2の少なくとも一方はリン酸基であり、ｎは１～９の整数を表す。）
〔１５〕下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ば
れる少なくとも一種を用いることを特徴とする肌荒れ改善方法。
【００１９】
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【化５】

【００２０】
（式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して水素原子またはリン酸基を表し、Ｒ1および
Ｒ2の少なくとも一方はリン酸基であり、ｎは１～９の整数を表す。）
〔１６〕下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ば
れる少なくとも一種を用いることを特徴とする皮膚老化防止方法。
【００２１】

【化６】

【００２２】
（式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して水素原子またはリン酸基を表し、Ｒ1および
Ｒ2の少なくとも一方はリン酸基であり、ｎは１～９の整数を表す。）
〔１７〕下記化学式（１）で示されるユビキノン誘導体およびその塩からなる群から選ば
れる少なくとも一種を用いることを特徴とするラジカル消去方法。
【００２３】

【化７】

【００２４】
（式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して水素原子またはリン酸基を表し、Ｒ1および
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Ｒ2の少なくとも一方はリン酸基であり、ｎは１～９の整数を表す。）
【発明の効果】
【００２５】
　本発明のリン酸基修飾されたユビキノン誘導体またはその塩は、水溶性が高く、該ユビ
キノン誘導体が配合された高濃度の水系皮膚外用剤および化粧料を提供することができる
。水系皮膚外用剤および化粧料を皮膚に塗布すると、前記ユビキノン誘導体またはその塩
は、ユビキノン誘導体またはその塩として皮膚細胞内に取り込まれ抗酸化作用をもたらし
、かつ、皮膚細胞内でユビキノンに変換され、ユビキノンの抗酸化作用発現の本体とされ
るユビキノールをも良好に与えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明に係る皮膚外用剤および化粧料、ならびに該皮膚外用剤および化粧料とし
て皮膚細胞内にユビキノン誘導体またはその塩、ユビキノン、ユビキノールを皮膚細胞内
への供与方法について、詳細に説明する。
【００２７】
　本発明に係る皮膚外用剤および化粧料は、下記式（１）で示されるユビキノン誘導体ま
たはその塩を含有する。
【００２８】
【化８】

【００２９】
（式中、Ｒ1およびＲ2は、それぞれ独立して水素原子またはリン酸基を表し、Ｒ1および
Ｒ2の少なくとも一方はリン酸基であり、ｎは１～９の整数を表す。）
　このようなリン酸基修飾されたユビキノン誘導体（以下単に「ユビキノン誘導体」とも
いう。）は、常法により得ることができる。たとえば、あらかじめ調製されたユビキノン
類のキノンを還元してキノール型に導き、さらに常法による水酸基へのリン酸付加を行う
ことで合成することができる。このような方法は、米国特許２９６２５１９号などに詳細
に開示されている。
【００３０】
　ユビキノン誘導体は、その水溶解性が、ユビキノン類に比べ著しく高い。たとえば、側
鎖イソプレン単位の数が１０であるユビキノンの水への溶解度は常温下で１００ｐｐｍ未
満であるが、その二リン酸体の溶解度は１％を超える。すなわち、リン酸基修飾されたユ
ビキノン誘導体はユビキノンに対し、優に１００倍を超える水溶解性を示す。したがって
、安定でかつ高濃度の水系製剤を容易に調製することができ、また析出などの懸念もない
。しかも、水系におけるラジカル消去能はユビキノンのそれより高く、皮膚外用剤により
高い抗酸化能を付与することができる。
【００３１】
　本発明で用いられるリン酸基修飾されたユビキノン誘導体は、その塩であってもよい。
ユビキノン誘導体のリン酸基のアニオンと塩を構成するカチオンの具体例としては、ナト
リウムイオン、カリウムイオン、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、亜鉛イオンお
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よびアンモニウムイオンが挙げられる。これらの中でも、皮膚外用剤、特に化粧料への配
合性の点からは、ナトリウムイオンおよびカリウムイオンがより好ましい。
【００３２】
　前記ユビキノン誘導体は単独で、あるいは該ユビキノン誘導体の塩と混合した状態で用
いられる。
　ユビキノン誘導体は、ヒト皮膚細胞に取り込まれると、対応するユビキノン類およびユ
ビキノール類に変換される。すなわち、細胞に投与された前記ユビキノン誘導体は、細胞
内で速やかに脱リン酸され、その一次産物であるユビキノールを経て、ユビキノンになる
と考えられる。また、細胞内に遊離したユビキノールから酸化生成するユビキノンは、従
来の方法により投与されたユビキノンと何ら違いはなく、細胞内でターンオーバーするこ
とにより、酸化還元過程のキャパシティを向上させるという、従来の方法により調製され
たユビキノンを投与した場合と同等の効能を発現すると考えられる。
【００３３】
　本発明の皮膚外用剤および化粧料には、上記ユビキノン誘導体またはその塩の他、一般
に皮膚外用剤または化粧料に用いられる成分を本発明の効果を損なわない範囲で配合して
いてもよい。
【００３４】
　配合可能な成分の例としては、以下のような成分が挙げられる。
　炭化水素類:オゾケライト、α－オレフィンオリゴマー、軽質イソパラフィン、軽質流
動イソパラフィン、スクワレン、スクワラン、合成スクワラン、植物性スクワラン、セレ
シン、パラフィン、ポリエチレン、ポリブテン、マイクロクリスタリンワックス、流動イ
ソパラフィン、流動パラフィン、ミネラル油およびワセリンなど。
【００３５】
　天然油脂類：ホホバ油、カルナウバロウ、キャンデリラロウ、コメヌカロウ、セラック
、ラノリン、ミンク皮脂ロウ、鯨ロウ、サトウキビロウ、マッコウクジラ油、ミツロウ、
モンタンロウ等の天然ロウ類、アボカド油、アルモンド油、オリーブ油、エクストラバー
ジンオリーブ油、ゴマ油、コメヌカ油、米油、コメ胚芽油、コーン油、大豆油、トウモロ
コシ油、パーシック油、パーム核油、パーム油、ヒマシ油、グレープシード油、綿実油、
ヤシ油、水添ヤシ油、牛脂、硬化油、馬油、ミンク油、卵黄油、卵黄脂肪油、ローズヒッ
プ油、ククイナッツ油、月見草油、小麦胚芽油、落花生油、ツバキ油、サザンカ油、カカ
オ脂、モクロウ、牛骨脂、牛脚油、豚脂、馬脂、羊脂、シアバター、マカデミアナッツ油
およびメドウホーム油など。
【００３６】
　脂肪酸類：ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、オレ
イン酸、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、ウンデシレン酸およびヤシ
油脂肪酸など。
【００３７】
　高級アルコール類：イソステアリルアルコール、オクチルドデカノール、ヘキシルデカ
ノール、コレステロール、フィトステロール、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコー
ル、セタノール、ステアリルアルコール、オレイルアルコール、ベヘニルアルコールおよ
びセトステアリルアルコールなど。
【００３８】
　アルキルグリセリルエーテル類：バチルアルコール、キミルアルコール、セラキルアル
コールおよびイソステアリルグリセリルエーテルなど。
　エステル類：ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ブチル、パルミチン酸イソプロ
ピル、ステアリン酸エチル、ステアリン酸ブチル、オレイン酸エチル、リノール酸エチル
、リノール酸イソプロピル、カプリル酸セチル、ラウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸イソ
オクチル、ミリスチン酸デシル、ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチン酸セチル、ミリス
チン酸オクタデシル、パルミチン酸セチル、ステアリン酸ステアリル、オレイン酸デシル
、オレイン酸オレイル、リシノール酸セチル、ラウリン酸イソステアリル、ミリスチン酸
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イソトリデシル、ミリスチン酸イソセチル、ミリスチン酸イソステアリル、ミリスチン酸
オクチルドデシル、パルミチン酸２-エチルヘキシル、パルミチン酸イソセチル、パルミ
チン酸イソステアリル、ステアリン酸２-エチルヘキシル、ステアリン酸イソセチル、オ
レイン酸イソデシル、オレイン酸オクチルドデシル、リシノール酸オクチルドデシル、イ
ソステアリン酸エチル、イソステアリン酸イソプロピル、２-エチルヘキサン酸セチル、
２-エチルヘキサン酸セトステアリル、２-エチルヘキサン酸ステアリル、イソステアリン
酸ヘキシル、ジオクタン酸エチレングリコール、ジオレイン酸エチレングリコール、ジカ
プリル酸プロピレングリコール、ジ(カプリル・カプリン酸)プロピレングリコール、ジカ
プリン酸プロピレングリコール、ジオレイン酸プロピレングリコール、ジカプリン酸ネオ
ペンチルグリコール、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、トリカプリル酸グリセリル
、
【００３９】
トリ２-エチルヘキサン酸グリセリル、トリ(カプリル・カプリン酸) グリセリル、トリ(
カプリル酸・カプリン酸・ステアリン酸) グリセリル、トリウンデシル酸グリセリル、ト
リイソパルミチン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリ２-エチルヘキ
サン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ
２-エチルヘキサン酸ペンタエリスリチル、テトラミリスチン酸ペンタエリスリチル、テ
トライソステアリン酸ペンタエリスリチル、テトライソステアリン酸ジグリセリル、ネオ
ペンタン酸オクチルドデシル、オクタン酸イソセチル、オクタン酸イソステアリル、イソ
ぺラルゴン酸２-エチルヘキシル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ジメチルオクタ
ン酸オクチルドデシル、イソパルミチン酸２-エチルヘキシル、イソステアリン酸イソセ
チル、イソステアリン酸イソステアリル、イソステアリン酸オクチルドデシル、乳酸ラウ
リル、乳酸ミリスチル、乳酸セチル、乳酸オクチルドデシル、クエン酸トリエチル、クエ
ン酸アセチルトリエチル、クエン酸アセチルトリブチル、クエン酸トリオクチル、クエン
酸トリイソセチル、クエン酸トリオクチルドデシル、リンゴ酸ジイソステアリル、ヒドロ
キシステアリン酸２-エチルヘキシル、コハク酸ジ２-エチルヘキシル、アジピン酸ジイソ
プロピル、アジピン酸ジイソブチル、アジピン酸ジオクチル、アジピン酸ジヘプチルウン
デシル、セバシン酸ジエチル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジオクチル、ステ
アリン酸コレステリル、イソステアリン酸コレステリル、ヒドロキシステアリン酸コレス
テリル、オレイン酸コレステリル、オレイン酸ジヒドロコレステリル、イソステアリン酸
フィトステリル、オレイン酸フィトステリル、１２－ステアロイルヒドロキシステアリン
酸イソセチル、１２－ステアロイルヒドロキシステアリン酸ステアリル、１２－ステアロ
イルヒドロキシステアリン酸イソステアリル、酢酸ポリオキシエチレン（３）ポリオキシ
プロピレン（１）セチルエーテル、酢酸ポリオキシエチレン（３）ポリオキシプロピレン
（１）イソセチルエーテル、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸オクチル、イソノナ
ン酸トリデシルおよびイソノナン酸イソトリデシルなど。
【００４０】
　シリコーン油類：メチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルハイ
ドロジェンポリシロキサン、メチルシクロポリシロキサン、オクタメチルシクロテトラシ
ロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、
オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、テトラデカメチルヘキサシ
ロキサン、高重合メチルポリシロキサン、ジメチルシロキサン・メチル（ポリオキシエチ
レン）シロキサン・メチル（ポリオキシプロピレン）シロキサン共重合体、ジメチルシロ
キサン・メチル（ポリオキシエチレン）シロキサン共重合体、ジメチルシロキサン・メチ
ル（ポリオキシプロピレン）シロキサン共重合体、ジメチルシロキサン・メチルセチルオ
キシシロキサン共重合体、ジメチルシロキサン・メチルステアロキシシロキサン共重合体
、ポリエーテル変性シリコーン、アルコール変性シリコーン、アルキル変性シリコーンお
よびアミノ変性シリコーンなど。
【００４１】
　高分子類：アルギン酸ナトリウム、カラギーナン、寒天、ファーセレラン、グアーガム
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、クインスシード、コンニャクマンナン、タマリンドガム、タラガム、デキストリン、デ
ンプン、ローカストビーンガム、アラビアガム、ガッティガム、カラヤガム、トラガカン
トガム、アラビノガラクタン、ペクチン、マルメロ、キトサン、デンプン、カードラン、
キサンタンガム、ジェランガム、シクロデキストリン、デキストラン、プルラン、微結晶
セルロース、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒド
ロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメチルセ
ルロース、カルボキシデンプン、カチオン化セルロース、デンプンリン酸エステル、カチ
オン化グアーガム、カルボキシメチル・ヒドロキシプロピル化グアーガム、ヒドロキシプ
ロピル化グアーガム、アルブミン、カゼイン、ゼラチン、ポリアクリル酸ナトリウム、ポ
リアクリル酸アミド、カルボキシビニルポリマー、ポリエチレンイミン、高重合ポリエチ
レングリコール、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリビニルエーテル、
ポリアクリルアミド、アクリル酸共重合体、メタクリル酸共重合体、マレイン酸共重合体
、ビニルピリジン共重合体、エチレン/アクリル酸共重合体、ビニルピロリドン系ポリマ
ー、ビニルアルコール/ビニルピロリドン共重合体、窒素置換アクリルアミド系ポリマー
、アミノ変性シリコーン、カチオン化ポリマー、ジメチルアクリルアンモニウム系ポリマ
ー、アクリル酸系アニオンポリマー、メタクリル酸系アニオンポリマー、変性シリコーン
、アクリル酸メタクリル酸アルキル（Ｃ10～Ｃ30）共重合体およびポリオキシエチレン/
ポリオキシプロピレン共重合体など。
【００４２】
　低級アルコール類：エタノール、イソプロピルアルコール、１－ブタノール、２-ブタ
ノールおよびベンジルアルコールなど。
　多価アルコール類：エチレングリコール、ジエチレングリコール、ポリエチレングリコ
ール、プロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、
ポリグリセリン、１，３－ブタンジオール、トリエチレングリコール、ジプロピレングリ
コール、３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，２－ペンタンジオール、１，４－ペ
ンタンジオール、１，５－ペンタンジオール、２，４－ペンタンジオール、２－メチル－
２，４－ペンタンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、１，２－ヘキサン
ジオールおよび１，６－ヘキサンジオールなど。
【００４３】
　陰イオン性界面活性剤：ヤシ油脂肪酸カリウム、ヤシ油脂肪酸ナトリウム、ヤシ油脂肪
酸トリエタノールアミン、ラウリン酸カリウム、ラウリン酸ナトリウム、ラウリン酸トリ
エタノールアミン、ミリスチン酸カリウム、ミリスチン酸ナトリウム、ミリスチン酸イソ
プロパノールアミン、パルミチン酸カリウム、パルミチン酸ナトリウム、パルミチン酸イ
ソプロパノールアミン、ステアリン酸カリウム、ステアリン酸ナトリウム、ステアリン酸
トリエタノールアミン、オレイン酸カリウム、オレイン酸ナトリウム、ヒマシ油脂肪酸ナ
トリウム、ウンデシレン酸亜鉛、ラウリン酸亜鉛、ミリスチン酸亜鉛、ミリスチン酸マグ
ネシウム、パルミチン酸亜鉛、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸カルシウム、ステアリン
酸マグネシウム、ステアリン酸アルミニウム、ミリスチン酸カルシウム、ミリスチン酸マ
グネシウム、ジミリスチン酸アルミニウム、イソステアリン酸アルミニウム、ポリオキシ
エチレンラウリルエーテル酢酸、ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸ナトリウム、
ポリオキシエチレントリデシルエーテル酢酸、ポリオキシエチレントリデシルエーテル酢
酸ナトリウム、ステアロイル乳酸ナトリウム、イソステアロイル乳酸ナトリウム、ラウロ
イルサルコシンナトリウム、ヤシ油脂肪酸サルコシン、ヤシ油脂肪酸サルコシンナトリウ
ム、ヤシ油脂肪酸サルコシントリエタノールアミン、ラウロイルサルコシン、ラウロイル
サルコシンカリウム、ラウロイルサルコシントリエタノールアミン、オレオイルサルコシ
ン、ミリストイルサルコシンナトリウム、ステアロイルグルタミン酸ナトリウム、ヤシ油
脂肪酸アシルグルタミン酸、ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸カリウム、ヤシ油脂肪酸ア
シルグルタミン酸ナトリウム、ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸トリエタノールアミン、
ラウロイルアシルグルタミン酸、ラウロイルアシルグルタミン酸カリウム、ラウロイルア
シルグルタミン酸ナトリウム、ラウロイルアシルグルタミン酸トリエタノールアミン、ミ
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リストイルアシルグルタミン酸、ミリストイルアシルグルタミン酸カリウム、ミリストイ
ルアシルグルタミン酸ナトリウム、ステアロイルアシルグルタミン酸、ステアロイルアシ
ルグルタミン酸カリウム、ステアロイルアシルグルタミン酸二ナトリウム、硬化牛脂脂肪
酸アシルグルタミン酸ナトリウム、ヤシ油脂肪酸・硬化牛脂脂肪酸アシルグルタミン酸ナ
トリウム、
【００４４】
ヤシ油脂肪酸メチルアラニンナトリウム、ラウロイルメチルアラニン、ラウロイルメチル
アラニンナトリウム、ラウロイルメチルアラニントリエタノールアミン、ミリストイルメ
チルアラニンナトリウム、ラウロイルメチルタウリンナトリウム、ヤシ油脂肪酸メチルタ
ウリンカリウム、ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナトリウム、ヤシ油脂肪酸メチルタウリン
マグネシウム、ミリストイルメチルタウリンナトリウム、パルミトイルメチルタウリンナ
トリウム、ステアロイルメチルタウリンナトリウム、オレオイルメチルタウリンナトリウ
ム、アルカンスルホン酸ナトリウム、テトラデセンスルホン酸ナトリウム、スルホコハク
酸ジオクチルナトリウム、スルホコハク酸ラウリル二ナトリウム、ヤシ油脂肪酸エチルエ
ステルスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸トリエタノールア
ミン、セチル硫酸ナトリウム、アルキル(１１，１３，１５)硫酸トリエタノールアミン、
アルキル(１２,１３)硫酸ナトリウム、アルキル(１２～１３)硫酸トリエタノ
ールアミン、アルキル(１２,１４,１６)硫酸アンモニウム、アルキル(１２～１３)硫酸ジ
エタノールアミン、アルキル(１２～１４)硫酸トリエタノールアミン、アルキル(１２～
１５)硫酸トリエタノールアミン、ヤシ油アルキル硫酸マグネシウム・トリエタノールア
ミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリル硫酸カリウム、ラウリル硫酸マグネシウム、
ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ジエタノールアミン、ミリスチル硫酸
ナトリウム、ステアリル硫酸ナトリウム、オレイル硫酸ナトリウム、オレイル硫酸トリエ
タノールアミン、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチ
レンラウリルエーテル硫酸トリエタノールアミン、ポリオキシエチレン（１）アルキル（
１１，１３，１５）エーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレン（１）アルキル（１１
，１３，１５）エーテル硫酸トリエタノールアミン、ポリオキシエチレン（３）アルキル
（１１～１５）エーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレン（２）アルキル（１２，１
３）エーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレン（３）アルキル（１２～１４）エーテ
ル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレン（３）アルキル（１２～１５）エーテル硫酸ナト
リウム、
【００４５】
ポリオキシエチレン（２）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレン（３）
ミリスチルエーテル硫酸ナトリウム、高級脂肪酸アルカノールアミド硫酸エステルナトリ
ウム、ラウリルリン酸、ラウリルリン酸ナトリウム、セチルリン酸カリウム、セチルリン
酸ジエタノールアミン、ポリオキシエチレンオレイルエーテルリン酸、ポリオキシエチレ
ンラウリルエーテルリン酸、ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン酸ナトリウム、ポ
リオキシエチレンセチルエーテルリン酸、ポリオキシエチレンセチルエーテルリン酸ナト
リウム、ポリオキシエチレンステアリルエーテルリン酸、ポリオキシエチレンオレイルエ
ーテルリン酸、ポリオキシエチレンオレイルエーテルリン酸ナトリウム、ポリオキシエチ
レンアルキルフェニルエーテルリン酸、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテルリ
ン酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテルリン酸トリエタノールア
ミン、ポリオキシエチレンオクチルエーテルリン酸、ポリオキシエチレン（１０）アルキ
ル（１２，１３）エーテルリン酸、ポリオキシエチレンアルキル（１２～１５）エーテル
リン酸、ポリオキシエチレンアルキル（１２～１６）エーテルリン酸、ポリオキシエチレ
ンラウリルエーテルリン酸トリエタノールアミンおよびポリオキシエチレンオレイルエー
テルリン酸ジエタノールアミンなど。
【００４６】
　陽イオン性界面活性剤：ジオクチルアミン、ジメチルステアリルアミン、トリラウリル
アミン、ステアリン酸ジエチルアミノエチルアミド、塩化ラウリルトリメチルアンモニウ
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ム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモニウム、セチルト
リメチルアンモニウムサッカリン、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化アルキ
ル（２０～２２）トリメチルアンモニウム、臭化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化
アルキル（１６，１８）トリメチルアンモニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウ
ム、ステアリルトリメチルアンモニウムサッカリン、塩化アルキル（２８）トリメチルア
ンモニウム、塩化ジ（ポリオキシエチレン）オレイルメチルアンモニウム（２ＥＯ）、塩
化ジポリオキシエチレンステアリルメチルアンモニウム、塩化ポリオキシエチレン（１）
ポリオキシプロピレン(２５)ジエチルメチルアンモニウム、塩化トリ（ポリオキシエチレ
ン）ステアリルアンモニウム（５ＥＯ）、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化
ジアルキル（１２～１５）ジメチルアンモニウム、塩化ジアルキル（１２～１８）ジメチ
ルアンモニウム、塩化ジアルキル（１４～１８）ジメチルアンモニウム、塩化ジココイル
ジメチルアンモニウム、塩化ジセチルジメチルアンモニウム、塩化イソステアリルラウリ
ルジメチルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム、塩化ミリスチルジメチルベンジルアン
モニウム、塩化ラウリルジメチル（エチルベンジル）アンモニウム、塩化ステアリルジメ
チルベンジルアンモニウム、塩化ラウリルピリジニウム、塩化セチルピリジニウム、塩化
ラウロイルコラミノホルミルメチルピリジニウム、塩化ステアロイルコラミノホルミルメ
チルピリジニウム、臭化アルキルイソキノリウムおよび塩化メチルベンゼトニウム、塩化
ベンゼトニウムなど。
【００４７】
　両性界面活性剤：２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダ
ゾリニウムベタイン、塩酸アルキルジアミノエチルグリシン、ラウリルジアミノエチルグ
リシンナトリウム、ウンデシルヒドロキシエチルイミダゾリイウムベタインナトリウム、
ウンデシル－Ｎ－カルボキシメチルイミダゾリイウムベタイン、ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ
－カルボキシエチル－Ｎ－ヒドロキシエチルエチレンジアミン二ナトリウム、ヤシ油脂肪
酸アシル－Ｎ－カルボキシエトキシエチル－Ｎ－カルボキシエチルエチレンジアミン二ナ
トリウム、ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ－カルボキシメトキシエチル－Ｎ－カルボキシメチル
エチレンジアミン二ナトリウム、ラウリルアミノプロピオン酸ナトリウム、ラウリルアミ
ノジプロピオン酸ナトリウム、ラウリルアミノプロピオン酸トリエタノールアミン、パー
ム油脂肪酸アシル－Ｎ－カルボキシエチル－Ｎ－ヒドロキシエチルエチレンジアミンナト
リウム、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ヤシ油アルキルジメチルアミノ酢酸ベタ
イン、ステアリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ステアリルジメチルベタインナトリウム
、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、パーム油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ラウ
リン酸アミドプロピル酢酸ベタイン、リシノレイン酸アミドプロピルベタイン、ステアリ
ルジヒドロキシエチルベタインおよびラウリルヒドロキシスルホベタインなど。
【００４８】
　非イオン性界面活性剤：ポリオキシエチレン（１０）アルキル（１２，１３）エーテル
、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンセチルエーテル、ポリオキ
シエチレンステアリルエーテル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチ
レン（３，７，１２）アルキル（１２～１４）エーテル、ポリオキシエチレントリデシル
エーテル、ポリオキシエチレンミリスチルエーテル、ポリオキシエチレン－ｓｅｃ－アル
キル（１４）エーテル、ポリオキシエチレンイソセチルエーテル、ポリオキシエチレンセ
トステアリルエーテル、ポリオキシエチレン（２，１０，２０）イソステアリルエーテル
、ポリオキシエチレンオレイルセチルエーテル、ポリオキシエチレン（２０）アラキルエ
ーテル、ポリオキシエチレンオクチルドデシルエーテル、ポリオキシエチレンベヘニルエ
ーテル、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェ
ニルエーテル、ポリオキシエチレンジノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン（１
）ポリオキシプロピレン（１，２，４，８）セチルエーテル、ポリオキシエチレン（５）
ポリオキシプロピレン（１，２，４，８）セチルエーテル、ポリオキシエチレン（１０）
ポリオキシプロピレン（１，２，４，８）セチルエーテル、ポリオキシエチレン（２０）
ポリオキシプロピレン（１，２，４，８）セチルエーテル、ポリオキシエチレンポリオキ
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シプロピレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレン（３）ポリオキシプロピレン（３４
）ステアリルエーテル、ポリオキシエチレン（４）ポリオキシプロピレン（３０）ステア
リルエーテル、ポリオキシエチレン（３４）ポリオキシプロピレン（２３）ステアリルエ
ーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンセチルエーテル、
【００４９】
ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンデシルテトラデシルエーテル、モノラウリン酸
ポリエチレングリコール、モノステアリン酸エチレングリコール、モノステアリン酸ポリ
エチレングリコール、モノオレイン酸ポリエチレングリコール、エチレングリコール脂肪
酸エステル、自己乳化型モノステアリン酸エチレングリコール、ラウリン酸ジエチレング
リコール、ミリスチン酸ポリエチレングリコール、パルミチン酸ポリエチレングリコール
、ステアリン酸ジエチレングリコール、自己乳化型モノステアリン酸ポリエチレングリコ
ール（２）、イソステアリン酸ポリエチレングリコール、ジオクタン酸エチレングリコー
ル、ジラウリン酸ジエチレングリコール、ジラウリン酸ポリエチレングリコール、ジパル
ミチン酸ポリエチレングリコール（１５０）、ジステアリン酸エチレングリコール、ジス
テアリン酸ジエチレングリコール、ジステアリン酸ポリエチレングリコール、ジオレイン
酸エチレングリコール、ジオレイン酸ポリエチレングリコール、ジリシノレイン酸ポリエ
チレングリコール、モノラウリン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン、モノパルミ
チン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン、モノステアリン酸ポリオキシエチレン（
６）ソルビタン、モノステアリン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン、トリステア
リン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン、モノオレイン酸ポリオキシエチレン（６
）ソルビタン、モノオレイン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン、トリオレイン酸
ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン、ポリオキシエチレン（２０）ヤシ油脂肪酸ソル
ビタン、モノラウリン酸ポリオキシエチレン（１０～８０）ソルビタン、トリステアリン
酸ポリオキシエチレンソルビタン、イソステアリン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビ
タン、トリステアリン酸ポリオキシエチレン（１５０）ソルビタン、ポリオキシエチレン
ヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレン（１０）硬化ヒマシ油
、ポリオキシエチレン（２０）硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレン（４０）硬化ヒマシ油
、ポリオキシエチレン（５０）硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油
、親油型モノステアリン酸グリセリン、親油型モノオレイン酸グリセリン、自己乳化型モ
ノステアリン酸グリセリン、ヤシ油脂肪酸グリセリル、ラウリン酸グリセリン、ミリスチ
ン酸グリセリル、イソステアリン酸グリセリル、リシノレイン酸グリセリル、モノヒドロ
キシステアリン酸グリセリル、オレイン酸グリセリン、リノール酸グリセリル、エルカ酸
グリセリル、ベヘン酸グリセリル、小麦胚芽油脂肪酸グリセリド、サフラワー油脂肪酸グ
リセリル、
【００５０】
水素添加大豆脂肪酸グリセリル、飽和脂肪酸グリセリド、綿実油脂肪酸グリセリル、モノ
イソステアリン酸モノミリスチン酸グリセリル、モノ牛脂肪酸グリセリド、モノラノリン
脂肪酸グリセリル、セスキオレイン酸グリセリル、ジステアリン酸グリセリル、ジイソス
テアリン酸グリセリル、ジアラキン酸グリセリル、モノラウリン酸ソルビタン、モノパル
ミチン酸ソルビタン、モノステアリン酸ソルビタン、モノイソステアリン酸ソルビタン、
モノオレイン酸ソルビタン、セスキステアリン酸ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタ
ン、トリステアリン酸ソルビタン、トリオレイン酸ソルビタン、ヤシ油脂肪酸ソルビタン
、イソステアリン酸ソルビタン、セスキイソステアリン酸ソルビタン、ジステアリン酸ソ
ルビタン、イソパルミチン酸ジグリセリル、モノラウリン酸ポリ（４～１０）グリセリル
、モノミリスチン酸ポリ（１０）グリセリル、モノステアリン酸ポリ（２～１０）グリセ
リル、モノイソステアリン酸ポリ（２～１０）グリセリル、モノオレイン酸ポリ（２～１
０）グリセリル、セスキオレイン酸ジグリセリル、ジイソステアリン酸ポリ（２～１０）
グリセリル、ジステアリン酸ポリ（６～１０）グリセリル、トリイソステアリン酸ジグリ
セリル、トリステアリン酸ポリ（１０）グリセリル、トリオレイン酸ポリ（１０）グリセ
リル、テトライソステアリン酸ポリ（２）グリセリル、ペンタステアリン酸デカグリセリ
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ル、ペンタオレイン酸ポリ（６～１０）グリセリル、ヘプタステアリン酸ポリ（１０）グ
リセリル、デカステアリン酸デカグリセリル、デカオレイン酸ポリ（１０）グリセリル、
縮合リシノレイン酸ポリ（６）グリセリル、ショ糖脂肪酸エステル、ヤシ油脂肪酸ショ糖
エステル、アルキルグルコシド、ヤシ油アルキルジメチルアミンオキシド、ラウリルジメ
チルアミンオキシド、ジヒドロキシエチルラウリルジメチルアミンオキシド、ステアリル
ジメチルアミンオキシド、オレイルジメチルアミンオキシドおよびポリオキシエチレンヤ
シ油アルキルジメチルアミンオキシドなど。
【００５１】
　天然系界面活性剤：サポニン、レシチン、大豆リン脂質、水素添加大豆リン脂質、大豆
リゾリン脂質、水素添加大豆リゾリン脂質、卵黄レシチン、水素添加卵黄リゾホスファチ
ジルコリン、ホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジル
セリン、スフィンゴリン脂質、スフィンゴミエリン、ガングリオシド、胆汁酸、コール酸
、デオキシコール酸、コール酸ナトリウム、デオキシコール酸ナトリウム、スピクリスポ
ール酸、ラムノリピッド、トレハロースリピッド、ソホロリピッドおよびマンノシルエリ
スリトールリピッドなど。
【００５２】
　紫外線吸収剤：パラアミノ安息香酸、パラアミノ安息香酸エチル、パラアミノ安息香酸
グリセリル、パラジメチルアミノ安息香酸アミル、パラジメチルアミノ安息香酸２－エチ
ルヘキシルなどのパラアミノ安息香酸誘導体、ケイ皮酸ベンジル、ジパラメトキシケイ皮
酸モノ－２－エチルヘキサン酸グリセリル、２，４－ジイソプロピルケイ皮酸メチル、２
，４－ジイソプロピルケイ皮酸エチル、パラメトキシケイ皮酸カリウム、パラメトキシケ
イ皮酸ナトリウム、パラメトキシケイ皮酸イソプロピル、パラメトキシケイ皮酸２－エチ
ルヘキシル、パラメトキシケイ皮酸２－エトキシエチルおよびパラエトキシケイ皮酸エチ
ルなどのケイ皮酸誘導体、ウロカニン酸およびウロカニン酸エチルなどのウロカニン酸誘
導体、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベ
ンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－５－スルホベンゾフェノンナトリウム、
２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸、２－ヒドロキシ－４－
メトキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノ
ンおよび２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５－スルホベンゾフェノンナ
トリウムなどのベンゾフェノン誘導体、サリチル酸エチレングリコール、サリチル酸－２
－エチルヘキシル、サリチル酸フェニル、サリチル酸ベンジル、サリチル酸ｐ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェニル、サリチル酸ホモメンチルおよびサリチル酸－３，３，５－トリメチル
シクロヘキシルなどのサリチル酸誘導体、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メトキシフェ
ニル）ベンゾトリアゾールならびに４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシベンゾイルメ
タンなど。
【００５３】
　粉体類および色材類：カオリン、無水ケイ酸、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、セリ
サイト、タルク、窒化ホウ素、マイカ、モンモリロナイト、麻セルロース末、小麦デンプ
ン、シルク末、トウモロコシデンプン、ニトロ系色素、アゾ系色素、ニトロソ系色素、ト
リフェニルメタン系色素、キサンテン系色素、キノリン系色素、アントラキノン系色素、
インジゴ系色素、ピレン系色素、フタロシアニン系色素、フラボノイド、キノン、ポルフ
ィリン、水溶性アナトー、イカスミ末、カラメル、グアイアズレン、クチナシ青、クチナ
シ黄、コチニール、シコニン、銅クロロフィリンナトリウム、パプリカ色素、ベニバナ赤
、ベニバナ黄、ラッカイン酸およびリボフラビン酪酸エステルなどの天然色素、カーボン
ブラック、黄酸化鉄、黒酸化鉄、ベンガラ、コンジョウ、群青、酸化亜鉛、酸化クロム、
酸化チタン、黒酸化チタン、酸化ジルコニウム、水酸化クロム、アルミナ、酸化マグネシ
ウム、硫酸バリウム、水酸化アルミニウム、炭酸カルシウム、チタン酸リチウムコバルト
、マンガンバイオレットならびにパール顔料など。
【００５４】
　植物抽出物：アシタバエキス、アセンヤクエキス、アボカドエキス、アマチャエキス、
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アマチャズルエキス、アルテアエキス、アルニカエキス、油溶性アルニカエキス、アルモ
ンドエキス、アロエエキス、アンソッコウエキス、イチョウエキス、イラクサエキス、イ
リス根エキス、ウイキョウエキス、ウコンエキス、エイジツエキス、エチナシ葉エキス、
オウゴンエキス、オウバクエキス、オウレンエキス、オオムギエキス、オクラエキス、オ
トギリソウエキス、油溶性オトギリソウエキス、オドリコソウエキス、油溶性オドリコソ
ウエキス、オノニスエキス、オランダカラシエキス、オレンジフラワー水、カキタンニン
、カッコンエキス、カノコソウエキス、ガマエキス、カモミラエキス、油溶性カモミラエ
キス、カモミラ水、カラスムギエキス、カロットエキス、油溶性カロットエキス、カロッ
ト油、カワラヨモギエキス、カンゾウエキス、カンゾウ抽出末、カンゾウフラボノイド、
カンタリスチンキ、キイチゴエキス、キウイエキス、キナエキス、キューカンバーエキス
、キョウニンエキス、クインスシードエキス、クチナシエキス、クマザサエキス、クララ
エキス、クルミ殻エキス、クレマティスエキス、黒砂糖エキス、クロレラエキス、クワエ
キス、ケイヒエキス、ゲンチアナエキス、ゲンノショウコエキス、紅茶エキス、コウホネ
エキス、ゴボウエキス、油溶性ゴボウエキス、コムギ胚芽エキス、加水分解コムギ末、コ
メヌカエキス、コメヌカ発酵エキス、コンフリーエキス、サイシンエキス、サフランエキ
ス、サボンソウエキス、油溶性サルビアエキス、サンザシエキス、サンショウエキス、
【００５５】
シイタケエキス、シイタケエキス末、ジオウエキス、シコンエキス、油溶性シコンエキス
、シソエキス、シナノキエキス、油溶性シナノキエキス、シモツケソウエキス、シャクヤ
クエキス、ジュズダマエキス、ショウキョウエキス、油溶性ショウキョウエキス、ショウ
キョウチンキ、ショウブ根エキス、シラカバエキス、油溶性シラカバエキス、シラカバ樹
液、スイカズラエキス、スギナエキス、油溶性スギナエキス、スコルジニン、ステビアエ
キス、セイヨウキズタエキス、セイヨウサンザシエキス、セイヨウニワトコエキス、セイ
ヨウネズエキス、セイヨウノコギリソウエキス、油溶性セイヨウノコギリソウエキス、セ
イヨウハッカエキス、セージエキス、油溶性セージエキス、セージ水、ゼニアオイエキス
、セロリエキス、センキュウエキス、センキュウ水、センブリエキス、ダイズエキス、タ
イソウエキス、タイムエキス、チャエキス、チャ乾留液、チャ実エキス、チョウジエキス
、チンピエキス、ツバキエキス、ツボクサエキス、油溶性テウチグルミエキス、デューク
エキス、テルミナリアエキス、トウキエキス、油溶性トウキエキス、トウキ水、トウキン
センカエキス、油溶性トウキンセンカエキス、豆乳末、トウニンエキス、トウヒエキス、
ドクダミエキス、トマトエキス、トルメンチラエキス、納豆エキス、ニンジンエキス、油
溶性ニンジンエキス、ニンニクエキス、ノバラエキス、油溶性ノバラエキス、バクガエキ
ス、バクガ根エキス、バクモンドウエキス、パセリエキス、ハダカムギ葉汁濃縮物、蒸留
ハッカ水、ハマメリス水、ハマメリス抽出液、バラエキス、パリエタリアエキス、ヒキオ
コシエキス、ビワ葉エキス、油溶性ビワ葉エキス、フキタンポポエキス、ブクリョウエキ
ス、ブッチャーブルームエキス、ブッチャーブルームエキス末、ブドウエキス、ブドウ葉
エキス、ブドウ水、ヘイフラワーエキス、ヘチマエキス、ヘチマ水、ベニバナエキス、油
溶性ボダイジュエキス、ボダイジュ水、ボタンエキス、ホップエキス、油溶性ホップエキ
ス、マツエキス、マリアアザミエキス、マロニエエキス、油溶性マロニエエキス、ムクロ
ジエキス、メリッサエキス、メリロートエキス、モモ葉エキス、油溶性モモ葉エキス、モ
ヤシエキス、ヤグルマギクエキス、ヤグルマギク水、ユーカリエキス、ユキノシタエキス
、ユリエキス、ヨクイニンエキス、油溶性ヨクイニンエキス、ヨモギエキス、ヨモギ水、
ラベンダーエキス、ラベンダー水、リンゴエキス、レイシエキス、レタスエキス、レンゲ
ソウエキス、ローズ水、ローズマリーエキス、油溶性ローズマリーエキス、ローマカミツ
レエキスおよびワレモコウエキスなど。
【００５６】
　アミノ酸類およびペプチド類：グリシン、バリン、ロイシン、イソロイシン、セリン、
トレオニン、フェニルアラニン、チロシン、トリプトファン、シスチン、システイン、メ
チオニン、ヒドロキシプロリン、アスパラギン酸、アスパラギン、グルタミン酸、グルタ
ミン、ヒスチジン、γ－アミノ酪酸、ＤＬ－ピロリドンカルボン酸、ε－アミノカプロン
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酸、加水分解エラスチン、水溶性エラスチン、加水分解コラーゲン、水溶性コラーゲン、
カゼイン、グルタチオン、小麦ペプチドおよび大豆ペプチドなど。
【００５７】
　ビタミン類およびビタミン様作用因子類：レチノール、レチナール、レチノイン酸、酢
酸レチノールおよびパルミチン酸レチノールなどのビタミンＡ類、α－カロチン、β－カ
ロチン、γ－カロチン、δ－カロチン、リコピン、ゼアキサンチン、クリプトキサンチン
、エキネノンおよびアスタキサンチンなどのカロテノイド類、チアミン類などのビタミン
Ｂ１類、リボフラビンなどのビタミンＢ２類、ピリドキシン、ピリドキサールおよびピリ
ドキサミンなどのビタミンＢ６類、シアノコバラミンなどのビタミンＢ１２類、葉酸類、
ニコチン酸、ニコチン酸アミド、パントテン酸類、ビオチン類、Ｌ－アスコルビン酸、Ｌ
－アスコルビン酸ナトリウム、ステアリン酸Ｌ－アスコルビル、パルミチン酸Ｌ－アスコ
ルビル、ジパルミチン酸Ｌ－アスコルビル、テトライソパルミチン酸Ｌ－アスコルビル、
Ｌ－アスコルビン酸硫酸エステル二ナトリウム、Ｌ－アスコルビルマグネシウム、リン酸
Ｌ－アスコルビルナトリウム、アスコルビン酸－２－リン酸エステルおよびＬ－アスコル
ビン酸－２－グルコシドなどのビタミンＣ類、エルゴカルシフェロールおよびコレカルシ
フェロールなどのビタミンＤ類、ｄ－α－トコフェロール、ＤＬ－α－トコフェロール、
酢酸ｄｌ－α－トコフェロール、コハク酸ｄｌ－α－トコフェロール、β－トコフェロー
ル、γ－トコフェロールおよびｄ－δ－トコフェロールなどのビタミンＥ類、ビタミンＫ
類、カルニチンおよびその誘導体、フェルラ酸、γ－オリザノール、α－リポ酸ならびに
オロット酸など。
【００５８】
　防腐剤：安息香酸、安息香酸ナトリウム、ウンデシレン酸、サリチル酸、ソルビン酸、
ソルビン酸カリウム、デヒドロ酢酸、デヒドロ酢酸ナトリウム。
　パラオキシ安息香酸イソブチル、パラオキシ安息香酸イソプロピル、パラオキシ安息香
酸エチル、パラオキシ安息香酸ブチル、パラオキシ安息香酸プロピル、パラオキシ安息香
酸ベンジル、パラオキシ安息香酸メチル、パラオキシ安息香酸メチルナトリウム、フェノ
キシエタノール、感光素１０１号、感光素２０１号および感光素４０１号など。
【００５９】
　酸化防止剤：ブチルヒドロキシアニソール、ブチルヒドロキシトルエン、没食子酸プロ
ピル、エリソルビン酸、エリソルビン酸ナトリウム、パラヒドロキシアニソールおよび没
食子酸オクチルなど。
【００６０】
　封鎖剤：エチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸三ナトリウム、エデト酸、エデト酸
二ナトリウム、エデト酸三ナトリウム、エデト酸四ナトリウム、クエン酸ナトリウム、グ
ルコン酸、フィチン酸、ポリリン酸ナトリウムおよびメタリン酸ナトリウム等の金属イオ
ン性化合物など。
【００６１】
　保湿剤：ヒアルロン酸、ヒアルロン酸ナトリウム、コンドロイチン硫酸ナトリウム、乳
酸ナトリウム、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、ベタイン、乳酸菌培養液、酵母エキス
およびセラミドなど。
【００６２】
　抗炎症剤：グリチルリチン酸、グリチルリチン酸三ナトリウム、グリチルリチン酸ジカ
リウム、グリチルリチン酸モノアンモニウム、β－グリチルレチン酸、グリチルレチン酸
グリセリン、グリチルレチン酸ステアリル、塩化リゾチーム、ヒドロコルチゾンおよびア
ラントインなど。
【００６３】
　ｐＨ調整剤：水酸化ナトリウム、水酸化カリウムおよびトリエタノールアミンなど。
　塩類：塩化ナトリウム、塩化カリウム、塩化マグネシウムおよび硫酸ナトリウムなど。
　α－ヒドロキシ酸類：クエン酸、グリコール酸、酒石酸および乳酸など。
【００６４】
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　美白剤：アルブチン、α－アルブチンおよびプラセンタエキスなど。
　精油類：アンゼリカ油、イランイラン油、エレミ油、カミツレ油、ローマカミツレ油、
カルダモン油、カラムス油、ガルバナム油、カンファー油、キャロットシード油、クラリ
ーセージ油、チョウジ油、ケイヒ油、コリアンダー油、サイプレス油、サンダルウッド油
、シダーウッド油、シトロネラ油、シナモンリーフ油、ジャスミンアブソリュート、ジュ
ニパーベリー油、ジンジャーエクストラクト、スペアミント油、セージ油、セダー油、ゼ
ラニウム油、タイム油、ティーツリー油、ナツメグ油、ニアウリ油、ネロリ油、パイン油
、バジル油、ハッカ油、パチュリー油、パルマローザ油、フェンネル油、プチグレン油、
ブラックペッパー油、フランキンセンス油、ベチバ油、ペパーミント油、ベルガモット油
、ベンゾイン油、ボアドローズ油、マジョラム油、ミルラ油、メリッサ油、ユーカリ油、
ラベンサラ油、ラバンジン油、ラベンダー油、リンデン油、ローズ油、ローズウッド油、
ローズマリー油およびロベージ油など。
【００６５】
　テルペン類：ピネン、テルピネン、テルピノーレン、ミルセンおよびロンギフィーレン
など。
　さらに香料および水など。
【００６６】
　また、本発明の化粧料には、上述した成分以外に、さらに既存の化粧品原料を使用する
こともできる。たとえば、「化粧品原料基準第二版注解」、日本公定書協会編、薬事日報
社、１９８４年、「化粧品原料基準外成分規格」、厚生省薬務局審査課監修、薬事日報社
、１９９３年、「化粧品原料基準外成分規格追補」、厚生省薬務局審査課監修、薬事日報
社、１９９３年、「化粧品種別許可基準」、厚生省薬務局審査課監修、薬事日報社、１９
９３年、「化粧品種別配合成分規格」、厚生省薬務局審査課監修、薬事日報社、１９９７
年、「化粧品原料辞典」、日光ケミカルズ、平成３年および「新しい化粧品機能素材３０
０」、シーエムシー出版、２００２年などに記載されているすべての化粧品原料を、本発
明の効果を損なわない範囲内で使用することができる。
【００６７】
　本発明の皮膚外用剤の適用分野としては、特に化粧料としての適用が好適である。本発
明の効能の原理は、ユビキノンおよびユビキノンよりさらに抗酸化活性の高いユビキノー
ルの富化にあることから、既存のユビキノンを有効成分として配合する製剤の効能すべて
においてその有効性を発揮しうることは明らかである。ユビキノン配合皮膚外用剤の適用
分野としては、抗酸化化粧料、抗老化化粧料、美白化粧料、抗肌荒れ化粧料、抗しわ化粧
料およびくすみ・くま防止化粧料などが知られている。これらの分野で、本発明の皮膚外
用剤は、簡便な水系処方を用いて調製することができ、高濃度でかつ、安定性および作用
性の高い製剤を提供することができる。
【００６８】
　本発明の皮膚外用剤および化粧料は、使用時に皮膚と接触させて用いるものであればど
のような形態または剤型であってもよく、ユビキノンおよびユビキノールを所望する部位
近傍の皮膚と接触させて用いるものがより好ましい。
【００６９】
　皮膚外用剤および化粧料の形態としては、たとえば、スキンミルク、スキンクリーム、
ファンデーションクリーム、マッサージクリーム、クレンジングクリーム、シェービング
クリーム、クレンジングフォーム、化粧水、ローション、パック、口紅、頬紅、アイシャ
ドー、マニキュア、石鹸、ボディーシャンプー、ハンドソープ、シャンプー、リンス、ヘ
アトニック、トリートメント、ヘアクリーム、ヘアスプレー、育毛剤、養毛剤、染毛剤、
整髪料、脱毛剤、ふけ防止剤、歯磨、義歯接着剤、うがい剤、パーマネントウェーブ剤、
カーリング剤、スタイリング剤、軟膏剤、パップ剤、テープ剤、入浴剤、制汗剤および日
焼防止剤などが挙げられるが、使用時に皮膚に接触させるものならどのような種類であっ
てもよい。また使用者の性別、老若を問わない。さらに、人以外の動物類の皮膚に接触さ
せるものであってもよい。
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【００７０】
　本発明の皮膚外用剤および化粧料は、どのような剤型であってもよいが、たとえば、固
体、液体、半固体または気体の他、粉体、顆粒、錠形、ゲル状および泡状などが挙げられ
る。なお、ユビキノンの水性製剤化における問題点を改善した本発明の効果をより効果的
に発現させる点からは、上記形態および剤型のなかでも、水性媒体が含まれている形態お
よび剤型が好ましい。この場合、本発明の皮膚外用剤および化粧料に含まれる水の量は、
皮膚外用剤または化粧料全量中、０．０１～９９．９９質量％であることが好ましい。
【００７１】
　ユビキノン誘導体の皮膚外用剤および化粧料における濃度は、特に限定する必要はなく
、所望されるユビキノンおよびユビキノールの効果、換言すれば、所望される抗酸化作用
の大きさに応じて設定すればよい。
【００７２】
　現在、厚生労働省の定めるところにより、ユビキノンの化粧料中の配合量は、０．０３
％以下に規制されているが、このような配合量でもその有効性が認知され、広く使用され
ている。こうした背景および本発明のユビキノン誘導体の細胞内における優れたユビキノ
ンおよびユビキノール富化作用から、ユビキノン誘導体の濃度は、概ね０．０００５％以
上、好ましくは０．００１％以上、より好ましくは０．０１％以上である場合に、実質的
にユビキノンおよびユビキノールの効能を与えることができる。またユビキノン誘導体の
最大濃度には特に制限はないが、本発明の効果をより効果的に発現させる水系の実用的な
製剤としては、５０％以下、好ましく２０％以下、より好ましくは１０％以下である。た
だし、使用時に上記の濃度になるように、含有量５０％以上の固形剤ならびに濃縮および
分散製剤として提供される剤型を調製してもよい。
【実施例】
【００７３】
　以下、実施例に基づいて本発明を詳細に説明するが、本発明はこれら実施例になんら限
定されるものではない。なお、実施例の項に記載する「％」は、特に記載がない限り、「
質量％」を意味する。
【００７４】
　〔合成例1〕ユビキノールの合成
　ユビキノン（ＭＷ ８６３．３６）３０ｇをヘキサン３００ｍｌに溶解した。溶液を室
温で撹拌しながら、１０％（ｗ／ｖ）次亜硫酸ナトリウム溶液３００ｍｌを注ぎ、さらに
室温下２時間撹拌した。全量を分液ロートに移し、ヘキサン層を分取した。残った水層を
さらに５０ｍｌのヘキサンで２回抽出し、先に分取したヘキサン層と合一した。このヘキ
サン層を脱気した飽和食塩水５０ｍｌで６回洗浄し、透明なヘキサン層を得た。ヘキサン
を減圧除去した後、一昼夜窒素パージし、クリーム色の固体２９．５ｇを得た。
【００７５】
　〔合成例２〕ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩の合成
　合成例1で得られた固体３ｇを１０ｍｌのピリジンに溶解した。溶液を寒剤（食塩/氷）
浴下（－１５℃）、オキシ塩化リン３．１９ｇをピリジン５ｍｌに溶解させた溶液を滴下
し、冷却下で３０分撹拌後、常温に戻し、さらに２時間撹拌した。溶液を減圧除去した後
、得られた油状物をジエチルエーテル３００ｍｌに懸濁し、飽和食塩水を１５０ｍｌ加え
、全量を分液ロートに移し、振盪撹拌ののち静置、エーテル層を分取した。得られたエー
テル層に希塩酸（濃塩酸：水＝１：２）１２０ｍｌを加え洗浄した後、無水硫酸マグネシ
ウムを加えて脱水した。溶液を減圧除去し、黄色油状物２．５ｇを得た。これにメタノー
ル３０ｍｌを加えて溶解させた後、水酸化カリウム０．５４７ｇをメタノール２ｇに溶解
させた溶液を滴下した。有機溶媒を減圧除去し、さらに一昼夜窒素パージし、微黄色粉体
２．６３ｇを得た。得られた黄色粉体のＮＭＲ測定および質量分析を行い、ユビキノール
－１，４－二リン酸４カリウム塩であることを確認した。
【００７６】
　〔ＮＭＲ〕
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＜1Ｈ－ＮＭＲ＞
１．４～１．６５ｐｐｍ（１１Ｈ）、１．８～１．９ｐｐｍ（９Ｈ）、１．９～２．０ｐ
ｐｍ（１０Ｈ）、２．２～２．４ｐｐｍ（３Ｈ）、３．８～４．０ｐｐｍ（６Ｈ）、４．
９５～５．１ｐｐｍ（１０Ｈ）
＜31Ｐ-ＮＭＲ＞
１．０－１．２ｐｐｍ
＜方法＞
装置：Ｂｕｒｋｅｒ　Ａｄｖａｎｃｅ－５００
溶媒：Ｄ2Ｏ
　〔質量分析〕
ＦＡＢ－ＭＳ（－）：１０２３（＝［Ｍ－Ｈ］-）
＜方法＞
直接導入ＦＡＢ－ＭＳ法
装置：ＪＥＯＬ　ＪＭＳ－ＳＸ１０２Ａ
ＦＡＢマトリクス：グリセリン
スキャン範囲：ｍ／Ｚ　５０～２００
【００７７】
　実施例１
　皮膚細胞への投与試験
　正常ヒト皮膚線維芽細胞ＮＢ１ＲＧＢ（理化学研究所より分譲）を、９ｃｍシャーレ上
、約１．０×１０5細胞／ｍｌとなるように、１０％ＦＢＳを含むＤＭＥＭ培地に接種し
、３７℃のＣＯ2インキュベーター中、３日ごとに培地交換しながら７日間、コンフルエ
ントに達するまで培養した。７日目に、培地を、合成例２で調製したユビキノール－１，
４－二リン酸４カリウム塩を０．０３％含む同培地に交換し、さらに３日間同条件で培養
した。培養後、細胞をシャーレ上で１０ｍｌのＰＢＳ（－）にて３回洗浄した後、トリプ
シン／ＥＤＴＡを用いて剥離回収し、１ｍｌのＰＢＳ（－）に再懸濁させた後、速やかに
ホモジナイザーで破砕した。１０，０００回転および１０分の遠心分離により不溶物を除
去し、得られた上清１０μｌを、ＨＰＬＣに供した。次いでその残分に、等量のヘキサン
を加え、十分に混濁したのち、１０，０００回転および３分の遠心分離により分液し、上
清ヘキサン層を同様にＨＰＬＣに供した。
【００７８】
　＜ＨＰＬＣ条件＞
カラム：Ｓｈｏｄｅｘ　Ｆ－５１１Ａ（昭和電工製）
カラム温度：４０℃
溶離液：メタノール／水／リン酸＝１０００／５／１
流速：１．０ｍｌ／ｍｉｎ
検出：フォトダイオードアレイ　２１０－３７０ｎｍ
　合成例１で使用したユビキノンおよび合成例１で合成した直後のユビキノールを標品と
したＨＰＬＣ分析の結果、細胞破砕上清より、ユビキノール－１，４－二リン酸とユビキ
ノールおよびｎ－ヘキサン抽出液より、ユビキノールおよびユビキノンに相当するリテン
ションタイムおよび吸光スペクトル（２１０－３７０ｎｍ）を与えるピークが認められた
。回収された細胞の容積から推定される細胞におけるそれぞれの濃度を、表１に示す。
【００７９】
　比較例１
　ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩を添加しない他は、実施例１と同条件で
培養した細胞を用い、実施例１と同様の処理および分析を行った。結果を表１に示す。
【００８０】
　比較例２
　試薬ユビキノンを、１０％ＦＢＳを含むＤＭＥＭ培地に０．０３％相当量添加し、スタ
ーラーで室温６時間撹拌後、０．０２μＭのフィルターで濾過し、ユビキノン添加培地を
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調製した。前記培地のユビキノン濃度を、合成例１で使用したユビキノンを標品として同
様のＨＰＬＣ条件により測定したところ、０．００７％であった。なお、これ以上の長時
間の撹拌を行っても溶解濃度は上昇せず、ユビキノンの、常温下での当該培地に対する最
大溶解濃度と考えられた。
【００８１】
　上述のようにして得られたユビキノンの添加培地を用いた以外は、実施例１と同様に培
養、処理および分析を行った。結果を表１に示す。
【００８２】
【表１】

【００８３】
　実施例２
　化粧水の調製
　下記の処方例１～４にしたがい、化粧水を調製した。なお、処方例1～４においては、
Ａ成分とＢ成分との総和をそれぞれ１００％とした。
【００８４】
＜処方例１＞
Ａ．
グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
ユビキノール-１，４-二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｂ．
テトラオレイン酸ポリオキシエチレンソルビトール　　　　　　　　　　　　０．９％
モノオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
オリーブ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
【００８５】
＜処方例２＞
Ａ．
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
ピロリドンカルボン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
トレハロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３％
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．３％
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精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｂ．
ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンデシルテトラデシルエーテル　　　０．６％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
【００８６】
＜処方例３＞
Ａ．
ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
エデト酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール　　　　　　　　　　　　　　　０．０６％
カフェイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．５％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｂ．
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０％
ポリオキシエチレンオレイルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　処方例１～３とも、あらかじめＡおよびＢの各成分をそれぞれ混合し、５０℃で加温溶
解させた。次いで、Ａを撹拌しながら、該Ａに少しずつＢを加え、可溶化した。これを撹
拌しながら冷却し、３０℃で撹拌を止め、放置し、それぞれの化粧水を得た。
【００８７】
＜処方例４＞
Ａ．
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０２％
ラウロイルグルタミン酸ジ（コレステリル／ベヘニル／オクチルドデシル）　０．５％
トレハロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３％
トリオクタノイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３％
イソステアリン酸ＰＥＧ－５８水添ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　１．５％
ＰＥＧ－６０水添ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
プロピルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
Ｂ．
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．５％
リンゴ酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
リンゴ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　ＡおよびＢの各配合成分をそれぞれ混合し、６０℃で加温溶解させた。次いで、Ａを撹
拌しながら、該ＡにＢを混合し、冷却して均一な化粧水を得た。
【００８８】
　実施例３
　角質層のターンオーバー速度改善試験
　実施例２の処方例１にしたがい、ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩１．０
％を含む化粧水Ａを調製した。また、実施例２の処方例１において、ユビキノール－１，
４－二リン酸４カリウム塩に替えて、同処方に最大限可溶化できるユビキノンを使用した
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化粧水Ｂ、ユビキノールを使用した化粧水Ｃをそれぞれ調製した。
【００８９】
　具体的には、処方例１で、１.０％相当のユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム
塩に替えて、ユビキノンおよびユビキノールをそれぞれ同濃度に相当するように添加して
、懸濁液を調製した後、孔径１μｍの濾紙にて不溶分を濾過除去したものを化粧水Ｂおよ
び化粧水Ｃとした。
【００９０】
　なお、化粧水ＢおよびＣ中のユビキノンおよびユビキノールの終濃度は、実施例１と同
様にＨＰＬＣ分析により測定した結果、それぞれ、０．０１１％および０．０２３％であ
った。
【００９１】
　さらに、ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩を用いない以外、実施例２の処
方例１と同様にして、化粧水Ｄを調製した。
　これら化粧水Ａ～Ｄをそれぞれ単独で、各５名の被験者の上腕部内側の皮膚に、２１日
間、１日２回（朝、夕）塗布した。２２日目に、ダンシルクロライドを白色ワセリン中に
５重量％配合した軟膏を２４時間閉塞塗布し、角質層にダンシルクロライドを浸透結合さ
せた。その後、同じ部位に、同じ化粧料を引き続き１日２回（朝、夕）塗布し続け、毎日
、ダンシルクロライドの蛍光を測定した。蛍光が初期強度（ダンシルクロライド軟膏塗布
２４時間時）の５０％まで消滅する日数を測定し、その平均値を求め、皮膚角質層のター
ンオーバー速度改善を評価した。
【００９２】
　その結果を表２に示す。化粧水Ａ塗布群において、有意な蛍光半減期の低減、すなわち
ターンオーバー速度の改善がみられた。
【００９３】
【表２】

【００９４】
　実施例４
　荒れ肌改善効果試験
　下脚に荒れ肌を有する３０～４０歳代の被験者各５名を対象として、実施例３で調製し
た化粧水Ａ～Ｄをそれぞれ単独で、４週間連続塗布し、効果を調べた。被験者の左側下脚
試験部位に、化粧水Ａ～Ｄをそれぞれ単独で、１日２回（朝、夕）約０．５ｇ塗布し、試
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験開始前および終了後の皮膚の状態を表３に示す判定基準により判定した。なお、右側下
脚は化粧水を塗布せず対照とした。
【００９５】
　試験前後の試験部位と対照部位の判定結果を比較し、表３の判定基準にしたがい、皮膚
乾燥度が２段階以上改善された場合（たとえば＋→－，＋＋→±）を「有効」、１段階改
善された場合を「やや有効」、変化がなかった場合を「無効」とした。試験結果は「有効
」、「やや有効」となった被験者の人数で表４に示した。化粧水Ａ使用群において顕著な
荒れ肌改善効果がみられた。
【００９６】
【表３】

【００９７】
【表４】

【００９８】
　実施例５
　角質改善（角質細胞の抗剥離性増大）試験
　実施例４の荒れ肌改善測定試験開始前および終了後の被験部皮膚にニチバンメンディン
グテープを接着し、これを剥離した時テープに付着した角質細胞の状態を顕微鏡観察し、
表５に示す判定基準によって皮膚角質層細胞剥離性を分類し、角質改善効果を評価した。
【００９９】
　判定は４週間連続塗布後の試験部位の評価点と対照部位のそれとの差が２点以上の場合
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効」、「やや有効」となった被験者の人数で表６に示した。化粧水Ａ使用群において顕著
な荒れ肌改善効果がみられた。
【０１００】
【表５】

【０１０１】
【表６】

【０１０２】
　実施例６
　官能試験
　荒れ肌、小じわ、乾燥肌などを訴える３０～４０代女子被験者各５人に、実施例３で調
製した化粧水Ａ～Ｄをそれぞれ単独で、１日２回（朝、夕）連続２ケ月間塗布して、効果
を評価した。試験結果は、老化防止効果の典型的な官能指標と考えられる皮膚の湿潤性、
平滑性および弾力性の各項目に対して、「皮膚に潤いが生じた」、「皮膚が滑らかになっ
た」、「皮膚に張りが生じた」と回答した人数で表７に示した。化粧水Ａ使用群において
顕著な官能指標上の皮膚老化防止効果がみられた。
【０１０３】
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【０１０４】
　実施例７
　ラジカル消去能試験
　ラジカル蛍光検出剤Ｈ２－ＤＣＦＤＡ（インビトロジェン社製）を、あらかじめ少量の
エタノールに溶解し、１ｍＭとなるよう１０ｍＭ 水酸化ナトリウム水溶液に加え、暗所
、室温で６０分間加水分解処理し、活性化した後、ダルベッコＰＢＳ緩衝液で希釈し、終
濃度０．０１ｍＭの希釈液を得た。
【０１０５】
　得られた希釈液０．１ｍＬに、濃度１％の界面活性剤（エマレックスＨＣ－４０（日本
エマルション社製））水溶液を用いて終濃度１％となるように調製したユビキノール１，
４－ジリン酸カリウム塩溶液をユビキノン誘導体濃度として終濃度０．００６％となるよ
うに添加し、試験液を調製した。
【０１０６】
　また、ユビキノンを用いて上記と同様の方法により、ユビキノン終濃度０．００６％の
試験液を調製した。
　さらに、陰性対照として同容量の蒸留水を添加した試験液を調製した。
【０１０７】
　これら３種類の試験液に、水溶性ラジカル発生剤２，２’－アゾビス（２－アミノプロ
パン）二塩酸塩（ＡＡＰＨ）を、３ｍＭ溶液として０．０１ｍＬ添加し、３７℃に加温し
た。添加３０分後の各溶液の励起波長４９５ｎｍ、蛍光波長５２５ｎｍによる蛍光強度を
測定し、ユビキノンおよびユビキノール１，４－二リン酸カリウム塩のそれぞれのラジカ
ル消去能を、蛍光抑制率として求めた。その結果を表８に示す。
【０１０８】
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【表８】

【０１０９】
　実施例８
　乳液の調製
　下記の処方例５～７にしたがい、乳液を調製した。なお、処方例５～６においては、Ａ
成分とＢ成分との総和を、処方例７においてはＡ～Ｃ成分の総和をそれぞれ１００％とし
た。
【０１１０】
＜処方例５＞
Ａ．
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
イソステアリン酸ポリオキシエチレングリセリル　　　　　　　　　　　　　３．５％
トリイソステアリン酸ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　６．５％
ピログルタミン酸イソステアリン酸ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　１２．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
Ｂ．
ユビキノール－１，４－二リン酸4カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　１．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　ＡおよびＢの各配合成分をそれぞれ混合し、Ａは７０℃で、Ｂは５０℃で加温溶解させ
た。次いで、Ａを撹拌しながら、該Ａに少しずつＢを加えて乳化した。これを撹拌しなが
ら冷却し、生じた乳化物を、精製水で１０倍に希釈し、乳液を得た。
【０１１１】
＜処方例６＞
Ａ．
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．６％
ミリスチン酸イソプロピル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６％
オレイルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２％
ポリオキシエチレンステアリルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．４％
ジステアリン酸ＰＥＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．９％
ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンテトラデシルエーテル　　　　　　　０．４％
Ｂ．
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　　０．３％
ステアロイルグルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．４％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
ＰＥＧ－４００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
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　あらかじめＡおよびＢの各成分をそれぞれ混合し、Ａは７０℃で、Ｂは７５℃で加温溶
解させた。次いで、Ｂを撹拌しながら、該Ｂに少しずつＡを加えて乳化した。これを撹拌
しながら冷却し、乳液を得た。
【０１１２】
＜処方例７＞
Ａ．
モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン　　　　　　　　　　　　　１．０％
テトラオレイン酸ポリオキシエチレンソルビトール　　　　　　　　　　　　０．５％
モノステアリン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
デカオレイン酸デカグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　０．１％
Ｂ．
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．３％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０４％
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｃ．
トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．９５％
　Ａ、ＢおよびＣの各成分をそれぞれ混合し、ＡおよびＢは８０℃で加温溶解させ、Ｃは
室温で均一化させた。その後、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを加えて乳化し、次いでＣを
加えて撹拌しながら冷却したところ、４０℃付近で乳液状となった。該乳液状組成物を室
温まで冷却して乳液を得た。
【０１１３】
　実施例９
　ジェルの調製
　下記の処方例８～１３にしたがい、ジェルを調製した。なお、処方例８においては、Ａ
成分とＢ成分との総和を、処方例９においては、Ａ～Ｅ成分の総和を、処方例１０～１３
においては、Ａ～Ｃ成分の総和をそれぞれ１００％とした。
【０１１４】
＜処方例８＞
Ａ．
寒天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
カフェイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．８％
Ｂ．
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
ＰＥＧ－１５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　ＡおよびＢの各配合成分をそれぞれ混合し、Ａは９０℃で、Ｂは５０℃で加温分散させ
た。次いで、Ａを５０℃まで冷却し撹拌しながら、該ＡにＢを添加し、さらに撹拌しなが



(28) JP 5180556 B2 2013.4.10

10

20

30

40

50

ら３０℃以下に冷却してゲル化させた。充分に固まったところでディスパーを用いてゲル
を破壊しミクロゲルとした後、脱気して均一ゲル（半透明ジェル）を得た。
【０１１５】
＜処方例９＞
Ａ．
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３５％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０％
Ｂ．
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
Ｃ．
ヒアルロン酸ナトリウム１％水溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　１．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｄ．
ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンテトラデシルエーテル　　　　　　０．３％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
２－ヘキシルデカン酸Ｌ－カルニチン塩酸塩　　　　　　　　　　　　　　　０．３％
Ｅ．
パーフルオロポリエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
　Ａ、Ｂ、ＣおよびＤの各成分をそれぞれ混合し、ＡおよびＢは常温で溶解させ、Ｃは５
０℃で、Ｄは４０℃で加温溶解させた。次いで、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを加えてゲ
ル状とし、さらにＣ、ＤおよびＥを加えて撹拌しながら混合した。その後、脱気し、均一
ゲル（半透明ジェル）を得た。
【０１１６】
＜処方例１０＞
Ａ．
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０．０％
Ｂ．
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
Ｃ．
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
加水分解コラーゲン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．５％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　Ａ、ＢおよびＣの各配合成分をそれぞれ混合し、ＡおよびＢは常温で溶解させ、Ｃは５
０℃で加温溶解させた。次いで、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを加えてゲル状とし、さら
にＣを加えて撹拌しながら混合した。その後、脱気し、均一ゲル（半透明ジェル）を得た
。
【０１１７】
＜処方例１１＞
Ａ．
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０％
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
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ＰＥＧ－６０水添ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６％
ラウレス－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
ラウレス－２１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２６％
プロピルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
エチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
酢酸トコエフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
キトサンサクシナミド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
酵母エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
Ｂ．
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　１．０％
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
尿素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２％
グルコサミン塩酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
エデト酸二ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０％
Ｃ．
アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０.６３％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　Ａ、ＢおよびＣの各配合成分をそれぞれ混合し、Ａは６０℃で加温溶解させ、Ｂ、Ｃは
常温で溶解させた。次いで、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを加えてゲル状とし、さらにＣ
を加えて撹拌しながら混合した。その後、室温まで冷却し、均一ゲル（半透明ジェル）を
得た。
【０１１８】
＜処方例１２＞
Ａ．
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０％
トルマリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
オリーブ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
ＰＥＧ－１２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８．０％
ＰＥＧ－７５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５％
ラウリン酸ポリグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４９％
（アクリル酸／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））コポリマー　　　　　０．１１％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１１％
プロピルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２％
イチョウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２％
チャエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２％
マロニエエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２％
褐藻エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２％
Ｂ．
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０７％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
Ｃ．
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　１．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
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　Ａ、ＢおよびＣの各配合成分をそれぞれ混合し、Ａは６０℃で加温溶解させ、Ｂおよび
Ｃは常温で溶解させた。次いで、Ａを攪拌しながら、該ＡにＢを加えてゲル状とし、さら
にＣを加えて攪拌しながら混合した。その後、室温まで冷却し、均一ゲル（半透明ジェル
）を得た。
【０１１９】
＜処方例１３＞
Ａ．
デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０％
アスコルビン酸カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．１％
Ｂ．
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０％
軽質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
パルミチン酸デキストリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
Ｃ．
パラメトキシケイ皮酸オクチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
　Ａ、ＢおよびＣの各配合成分をそれぞれ秤量し、Ａは常温でビーズミルにて混練物とし
、Ｂは均一溶解するまで加熱し、Ｃは常温で溶解させた。その後、Ｂを攪拌しながら、該
ＢにＣを加えて均一とした後、攪拌しながら室温まで冷却した。次いで、これにＡを加え
て充分に攪拌して均一ゲル（半透明ジェル）を得た。
【０１２０】
　実施例１０
　美容液の調製
　下記の処方例１４～１６にしたがい、美容液を調製した。なお、処方例1４においては
、Ａ～Ｄ成分の総和を、処方例１５においては、Ａ成分とＢ成分との総和を、処方例１６
においては、Ａ～Ｃ成分の総和を、それぞれ１００％とした。
【０１２１】
＜処方例１４＞
Ａ．
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４％
ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．３％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０％
Ｂ．
水酸化カリウム（１％水溶液）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
Ｃ．
カフェイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｄ．
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
　Ａ、Ｂ、ＣおよびＤの各配合成分をそれぞれ混合し、Ａ、ＢおよびＤは常温で溶解させ
、Ｃは５０℃で加温溶解させた。その後、Ａを攪拌しながら、該ＡにＢを加えて粘性液体
とし、次いでＣおよびＤを加えて攪拌しながら混合し、均一な液（美容液）を得た。
【０１２２】
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＜処方例１５＞
Ａ．
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
ヒアルロン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．３％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｂ．
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
水添レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
トリオクタノイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３％
ジフェニルジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２２％
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８％
ＰＥＧ－５０水添ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
ＰＥＧ－６０水添ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
ミリスチン酸ポリグリセリル－１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　ＡおよびＢの各配合成分をそれぞれ混合し、ＡおよびＢとも５０℃で加温溶解させた。
次いで、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを加えて撹拌しながら混合し、撹拌しながら冷却し
て均一な液（美容液）を得た。
【０１２３】
＜処方例１６＞
Ａ．
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４％
ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４％
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｂ．
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　２．０％
１，２－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０％
Ｃ．
アスコルビン酸－２－リン酸マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　１．５％
アスコルビン酸－２－リン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５％
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
エデト酸四ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．４％
　Ａ、ＢおよびＣの各配合成分をそれぞれ混合し、ＡおよびＣは常温で溶解させ、Ｂは５
０℃で加温溶解させた。その後、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを加えて粘性液体とし、次
いでＣを加えて撹拌しながら混合し、均一な液（美容液）を得た。
【０１２４】
　実施例１１
　クリームの調製
　下記の処方例１７にしたがい、クリームを調製した。なお、処方例１７においては、Ａ
成分とＢ成分との総和を１００％とした。
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【０１２５】
＜処方例１７＞
Ａ．
硬化なたね油アルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．２％
イソノナン酸イソノニル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０％
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．６％
ミリスチン酸オクチルドデシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．８％
モノステアリン酸ポリグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
ステアリン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
プロピルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
Ｂ．
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．８％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．８％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．８％
アスコルビン酸－２－リン酸－６－パルミチン酸ナトリウム　　　　　　　　１．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　ＡおよびＢの各配合成分をそれぞれ混合し、ＡおよびＢとも８５℃で加温溶解させた。
次いで、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを加えて乳化し、さらに撹拌しながら冷却した。そ
の後、４０℃付近で撹拌を止め脱気し、クリームを得た。
【０１２６】
　実施例１２
　シート状パックの調製
　下記の処方例１８および１９にしたがい、シート状パックを製造した。なお、処方例１
８および１９においては、Ａ成分とＢ成分との総和をそれぞれ１００％とした。
【０１２７】
＜処方例１８＞
Ａ．
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０％
水酸化アルミナマグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
Ｂ．
ジイソプロパノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
ポリアクリル酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
アクリル酸／アクリル酸ナトリウム（５０／５０（モル比））共重合体　 　　２．０％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．３％
アスコルビン酸－２－リン酸マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
【０１２８】
＜処方例１９＞
Ａ．
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０％
水酸化アルミニウムゲル・炭酸水素ナトリウム共沈物　　　　　　　　　　　０．０５％
Ｂ．
アクリル酸ナトリウム／アクリル酸（７０／３０（モル比））共重合体　　　 １．０％
ポリアクリル酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０％
Ｎ－ビニルアセトアミド／アクリル酸ナトリウム（９／１（重量比））共重合体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
乳酸アルミニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
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アンモニア１０％水溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．３％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　いずれの処方例でも、ＡおよびＢの各配合成分をそれぞれ混合し、Ａは常温で分散させ
、Ｂは５０℃で加温溶解させた。次いで、Ｂを撹拌しながら室温まで戻し、該ＢにＡを徐
々に添加しつつ混合した。得られたゾルをポリプロピレン製のライナー上にナイフコータ
ーで０．５ｍｍのクリアランスで塗工し、その後、ゾル上に不織布を貼着し、アルミラミ
ネート袋に入れヒートシールした後、３日間熟成しシート状パックを得た。
【０１２９】
　実施例１３
　パック剤の調製
　下記の処方例２０にしたがい、パック剤（ピールオフパック）を調製した。なお、処方
例２０において、Ａ成分とＢ成分との総和を１００％とした。
【０１３０】
＜処方例２０＞
Ａ．
ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３．０％
カラギーナン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　１．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
Ｂ．
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
　ＡおよびＢの各配合成分をそれぞれ混合し、Ａは５０℃で加温膨潤させ、Ｂは常温で溶
解させた。次いで、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを徐々に加え、混合した。その後、これ
を撹拌しながら冷却し、３０℃付近で撹拌を止め、放置し、ピールオフパックを得た。
【０１３１】
　実施例１４
　入浴剤の調製
　下記の処方例２１および２２にしたがい、入浴剤を調製した。なお、処方例２１および
２２においては、成分の総和をそれぞれ１００％とした。
【０１３２】
＜処方例２１＞
テトラオレイン酸ポリオキシエチレンソルビトール　　　　　　　　　　　１４．０％
ポリオキシエチレンオレイルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
セスキオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
ホホバ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０％
アボカド油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
プロピルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　１．０％
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
【０１３３】
＜処方例２２＞
炭酸水素ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５．５％
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７．１％
ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．１％
酸化マグネシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．１％
α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２％
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アスコルビン酸－２－リン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５％
アスコルビン酸－２－グルコシド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　１．０％
　いずれの処方例でも、全ての配合成分を常温で均一になるまで撹拌し、入浴剤を得た。
【０１３４】
　実施例１５
　洗顔料の調製
　下記の処方例２３および２４にしたがい、洗顔料を調製した。なお、処方例２３におい
ては、Ａ～Ｃ成分の総和を、処方例２４においては、Ａ成分とＢ成分との総和を、それぞ
れ１００％とした。
【０１３５】
＜処方例２３＞
Ａ．
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０％
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
ＰＥＧ－６０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
ジステアリン酸エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０％
Ｂ.
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．５％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４．５％
Ｃ．
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．５％
Ｎ－ラウロイルサルコシンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　Ａ、ＢおよびＣの各配合成分をそれぞれ混合し、ＡおよびＢは８０℃で加温溶解させ、
Ｃは常温で溶解させた。次いで、Ａを撹拌しながら、該ＡにＢを徐々に加え、次いでＣを
加え混合した。その後、これを撹拌しながら冷却し、３０℃付近で撹拌を止め、放置し、
洗顔料を得た。
【０１３６】
＜処方例２４＞
Ａ．
ラウリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７．０％
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０％
ヤシ油脂肪酸カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
Ｎ－ココイルメチルタウリンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．２％
Ｂ.
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．５％
エデト酸四ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　ＡおよびＢの各配合成分をそれぞれ混合し、Ａは８０℃で加温溶解させ、Ｃは常温で溶
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を撹拌しながら冷却し、３０℃付近で撹拌を止め、放置し、洗顔料を得た。
【０１３７】
　実施例１６
　シャンプーの調製
　下記の処方例２５にしたがい、シャンプーを調製した。なお、処方例２５においては、
成分の総和を１００％とした。
【０１３８】
＜処方例２５＞
ＰＯＥ（２）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　３０．０％
ＰＯＥ（２）ラウリルエーテル硫酸アンモニウム　　　　　　　　　　　　２０．０％
ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０％
塩化Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニオ）プロピル］ヒドロキシエチル
セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５％
ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０％
ジステアリン酸エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
エデト酸二ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　０．５％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
【０１３９】
　実施例１７
　ヘアトニックの調製
　下記の処方例２６にしたがい、ヘアトニックを調製した。なお、処方例２６においては
、成分の総和を１００％とした。
＜処方例２６＞
サリチル酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３％
メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０．０％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
ユビキノール－１，４－二リン酸４カリウム塩　　　　　　　　　　　　　　１．０％
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残分
　上記の各配合成分を常温で混合し溶解させ、ヘアトニックを得た。
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